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■概要 

 標準以外のさまざまな色覚特性を持つ人の色の見え方への理解を進めたり、適切な支援手法の 

検討に利用したりすることを目的として色覚シミュレーションを開発している。さまざまな色覚特性

をシミュレーションするためには、眼に入射する色光スペクトル(可視光の波長 400～700nm の範囲で

の光強度分布)からなるスペクトル画像を入力とすることが必要となる。従来、このスペクトルを取

得するためには、高価で扱いの難しい機材が必要であり、汎用性のあるシミュレーションの構築は困

難であった。本研究では、通常のカメラなどで取得可能な sRGB 画像の個別画素値からデータ科学的

にスペクトルを再構成してスペクトル画像を取得する手法の適用を検討した。手法としては、主成分

分析を用いる方法（PCA 法）および主成分分析より再構成の精度が高いとされるスパースコーディン

グを用いる方法（SPC 法）を用いた。将来的には、スマートフォンなどに搭載し、リアルタイムシミ

ュレーションとして活用することを想定している。この二つの手法は、比較的簡便で処理速度も速い

手法である。このため、この２つの手法について、シミュレーションへの適合性を評価した。 

 評価は、二型三色覚のシミュレーションへの入力として、実際に測定された色光スペクトルを用い

た場合と再構成した色光スペクトルを用いた場合を比較することでおこなった。シミュレーションを

実行した結果、PCA 法、SPC 法で再構成した色光スペクトルを用いた場合と実際に測定された色光ス

ペクトルを用いた場合で、概ね同様な色見えとなる結果を得た。すなわち、汎用利用可能な sRGB 画

像から色光スペクトルを再構成して入力とする手法の有用性が確認された。一方で、詳細確認すると、

一部の画素について、再構成した色光スペクトルを用いた場合と実際に測定された色光スペクトルを

用いた場合で色見えが若干異なる結果となることも確認された。また、二つの再構成手法間では、実

際に測定された色光スペクトルを用いた場合との色見えの相違が小さくなる色の領域が異なってい

た。領域ごとに二つの再構成手法を使い分けることが有効であろう。 

■成果 

さまざまな色覚特性に対し、汎用性・信頼性のあるシミュレーションが可能であることを実証した。 

■発表抄録 https://ken.ieice.org/ken/paper/20251021FcnJ/ 
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